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要旨： 民俗班では平成 28 年度，現在鳴門市内で活動している 12 の獅子舞伝承団体のメンバーに対して，メンバーの
属性，活動への参加状況，伝承に関する意識等を明らかにするためのアンケー ト（調査票）調査を実施した。本論文は，












民俗班では，平成 27 ・28 年度の 2 年をかけて，
鳴門市の獅子舞の民俗学的調査を実施した。今回の
調査に より，現在休止中のものを含め鳴門市内に

























れる。回答数は 269 （有効回答数 269 ）。地域別の回
答数の内訳は，桧 31，萩原 12 ，池谷 28，大谷 20,
姫回 15 ，牛屋島 32 ，市場 25 ，大幸 14 ，北泊 12,
櫛木 35 ，宿毛谷 26 ，折野 19 となっている。




Nu 名称 伝承地 上演の機会 上演期日（2015 年現在の祭礼日） 備考
桧地区の 3 神社（熊野神社・愛 10 月第 1 日曜（桧地区の 3神社），
1 桧の獅子舞 鳴門市大麻町桧 宕神社・山神社）例祭，大麻比 宵祭（大麻比古神社祭礼前の日
古神社例祭 曜）. 1 月 1 日 （大麻比古神社）
2 萩原の獅子舞 鳴門市大麻町萩原 春日神社例祭 1 月 3 日
3 川崎の獅子舞 鳴門市大麻町川崎 八坂神社例祭 1 月 1 日 休止
4 池谷の獅子舞 鳴門市大麻町池谷 天河別神社例祭，阿波神社例祭 10 月第 2 土日曜
5 大谷の獅子舞 鳴門市大麻町大谷 宇志比古神社例祭，山神社例祭 10 月体育の日の前の金土日曜
6 姫田の獅子舞 鳴門市大麻町姫田 葛城神社例祭，宮尾神社例祭 10 月体育の日の前の金土日曜
7 牛屋島の獅子舞 鳴門市大麻町牛屋島 事代主神社例祭 1 月 3 日
8 東馬詰の獅子舞 鳴門市大麻町東馬詰 諏訪神社例祭 1 月 2 ・3 日 休止
9 市場の獅子舞 鳴門市大麻町市場 八坂神社例祭 10 月体育の日の前の日曜
10 大幸の獅子舞 鳴門市大津町大幸 若宮神社例祭 10 月第 3 日曜
1 大代の獅子舞 鳴門市大津町大代 諏訪神社例祭，恵美須神社例祭 10 月 14 日 休止
12 徳長の獅子舞 鳴門市大津町徳長 八坂神社例祭 10 月 12 日 休止
13 中江の獅子舞 鳴門市大津町徳長（中江） 稲荷神社例祭 10 月 13 日 休止
14 大島田の獅子舞 鳴門市瀬戸町大島田 島土神社例祭 10 月体育の日の前の日曜 休止
15 北泊の獅子舞 鳴門市瀬戸町北泊 天満神社例祭，権現神社例祭 10 月 24 ・25 日
16 櫛木の獅子舞 鳴門市北灘町櫛木 八幡神社例祭，妙見神社例祭 1 月 3 日
17 宿毛谷の獅子舞 鳴門市北灘町宿毛谷 葛城神社例祭
1 月 4 日（宿毛谷，大浦）• 1 
月 5 日（粟田，葛城神社）
18 鳥ヶ丸の獅子舞 鳴門市北灘町烏ヶ丸 山神社例祭，葛城神社例祭
1 月 4 日（大浦）.1 月 5 日（粟
休止田，葛城神社）.1 月6 日（鳥ヶ丸）
19 折野の獅子舞 鳴門市北灘町折野 三津神社例祭，八幡神社例祭 10 月体育の日の前の土日曜
20 ・21 ・2 合同
で復活
20 東地の獅子舞 鳴門市北灘町折野（東地） 三津神社例祭，八幡神社例祭 10 月体育の日の前の土日曜 19 として復活
21 川筋の獅子舞 鳴門市北灘町折野（川筋） 三津神社例祭，八幡神社例祭 10 月体育の日の前の土日曜 19 として復活









各伝 承 団 体 メ ン バ ーの人数（概数）をふまえると，










19 ・問 2 ・問 24 を除きすべて 269 人である。
(1 ）年齢
回答者の年齢（世代）（問 1）は，多い順に「30 代」
18.2% ，「40 代」 17.5% ，「10 代」 15.6% ，「9 歳以下」
13.8% ，「50 代 J 1.5% ，「20 代」 10.8% ，「60 代 」
9.7% ，「70 代」 1.9% ，無回答 1.% となっている。



















回答者の性別（問 2）は，男性 81.4% ，女性























内」 79.2% ，「鳴門市内（伝承地域外）」 13.8% ，「鳴
阿波学会紀要第 61 号（p.137-148) 2017 .3 





















上」 37.9% ，「10 年未満」 28.3% ，「10 ～ 19 年」









とも 20 年以上住み続けている大人（成人）は 182





合）。」という問い（問 5）に対し， 13.4% （回答者
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学生 29 .0 %
「現在のお仕事は何ですか。」という問い（問 6)
に対する回答は，「会社員」が3.8% ともっとも多く，
以下，「学生」 29.0% ，「農林水産業」 9.7% ，「自営業」
8.9% ，「パート・アルバイト J 5.6% ，「公務員」
5.2% ，「無職」 4.1% ，「専業主婦」 0.7% ，「その他」




















(% ) 0 10 20 30 40 50 60 70 
「何の役を務めていますか。」という問い（問 7,
複数回答可）に対する回答は，「獅子」 60.2% ，「大
太鼓」 23.0% ，「小太鼓（カンコ）」 23.0% ，「拍子木」
20.8% ，「チョウコ」 1.% ，「現在とくに役はない」
9.7% ，「その他」 4.8% となっている 5）。一人が複数
の役を兼務している場合も少なくなく，総回答数



























答は，多い順に「5 年未満」 27.5% ，「1 ～ 19 年J
21.9% ，「5 ～ 10 年」 20.1% ，「20 ～29 年」 14.% ，「30






人がおり（「5 年未満」と答えた成人は 21 人で，成


















「6歳以下」 31.2% ，「7 ～ 18 歳」 32.0% ，「26 ～ 39 歳」
19.7% ，「19 ～ 25 歳J 1.2% ，「40 歳以上」 4.1% ，無




















地践の伝統として学強制的 Z 13A 
その他－ 4.8
(%) 0 10 15 20 25 30 35 40 
薦め」 29.4% ，「友人・先輩等の薦め」 18.6% ，「青年
団・消防団に加入していたことから」 16.4% ，「地域
の伝統として半強制的に」 13.4% ，「興味を持って自








氏神の祭礼 93 .3 
鳴門市・観光協会・漁協等のイベント 47. 2 
福祉施設等での実演 18.6 
学校・幼稚園等での実演




漁協等のイベント J 47.2% 「福祉施設等での実演」





















いない」 6.7% ，無回答 1.5% となっている。
「あまり参加していないJ 「参加していない」と答
えた人 36 人のうち 40 ～ 70 代のベテランが 2 人，
そのうち獅子舞の役を引退した高齢者が8 人いる。
居住地で見ると，鳴門市外在住者が6 人いる。また，
36 人のうち問 2 で「仕事が忙しく時間がとれない」
と答えた人は 9 人（若年層が中心），「体力的に厳し





















(% ) 0 10 20 30 40 50 60 70 
「獅子舞の役でこれまで経験したことのあるもの
は何ですか。」という問い（問 13 ，複数回答可）に
対する回答は「獅子」68.0% ，「大太鼓J 54.6% ，「小
太鼓 （カンコ）J 48.3% ，「拍子木」 3.8% ，「チョウコJ





なる。総回答数 （576 人）／回答人数 （269 人）×
142 
10 ＝約 214% で 数字の上ではこれまで一人2.1
役の経験があることがわかる。獅子の経験者 183 人






















(% ) 0 10 20 30 40 50 60 
「あなたにとって，獅子舞を続けることの意味は
何ですか。」という問い（問 14 ，複数回答可）に対
する回答は，多い順に，「メンバーの親睦」 52.8 % ，「地
域住民との交流J 49.8% ，「楽しみ（娯楽）」48.3 % ，「地
域の人間としての使命・義務」 42.8% ，「神様への奉
納」 3.1% ，「地域活性化の手段」 25.7% ，「生き甲斐」

















の家回り J 39.8% ，「イベント等での実演」 10.% ，「学


























地域の人々との交流 32 .3 
地域における責任感と使命 - 12.6 
観衆に注目される - 1.5 
その他
























3.1% ，「あまり感じない」 17.5% ，「まったく感じな
いJ 5.9% ，無回答 3.0% の順となっている。「強く感
じる J 「やや感じる J を合わせると 73.6% となり，




代 61.5%(26 人中 16 人）， 30 代 53.1%(49 人中 26 人），
20 代 4.8% (29 人中 13 人）， 60 代 38.5% (26 人中
10 人）， 40 代 29.8% (47 人中 14 人）， 70 代 20.% ( 5 
人中 1人）' 9歳以下 18.9% (37 人中 7 名）' 10 代























61.7% ，「地域住民の関心・協力の不足」 31.2% ，「活
動資金の不足」 29.0% ，「会員の多忙・日程が合わな
い」 15.6% ，「指導者の不足」 15.2% ，「行政の支援の
不足J 12.6% ，「観客の少なさ」 9.3% ，「公演の機会
143 
鳴門市における獅子舞伝承の現状と課題伝承者を対象としたアンケー卜調査より／民俗班














































































53.% ，「とくにない」 20.1% ，「文化財指定J 13.0%, 
「学校教育への芸能導入の支援Jl2.3% ，「観客の誘致・
広報」 1.9% ，「公演の機会の提供」 1.9% ，「観光資
. ？，原としての活用」 8.6% 「わからない」 5.9% ，「他の
















たいと思いますか。J という問い（問 21 ）に対する
回答は，「そう思う」 73.6% ，「そう思うが難しい」
18.2% ，「そう思わない」 6.3% ，無回答 1.9% となっ
ている。「そう思う」「そう思うが難しいJ を合わせ










地域外に住んでいるので通うのがたいへん . 3.0 
51.5 
40.9 
進学や就職で地元を離れる可能性がある 戸 3.0 
その他 2.7 



















口 そう思う 園 ややそう思う ．あまりそう恩わない 図そう恩わない 国無回答
①｜ 41.6 
②｜ 53.5 
③ ｜ 60.6 盤盤｜｜｜瞳明．
3.0 




















39.0% ，「あまりそう思わない」 1.9% ，「そう思わな










回答は「そう思う」 53.% ，「ややそう思う J
32.% ，「あまりそう思わないJ 8.6% ，「そう思わないJ
1.% ，無回答 4.5% となっている。「そう思う」「や




回答は「そう思う J 60.6 %，「ややそう思う J
26.0% ，「あまりそう思わない」 8.2% ，「そう思わないJ





回答は「そう思う J 40.5% ，「ややそう思う」
34.9% ，「あまりそう思わない」 17.% ，「そう思わな
い」3.0% ，無回答4.5% となっている。「そう思う J「や
やそう思う」の両者を合わせると 75.4% に及び，回
答者の 4 分の 3 あまりが，獅子舞が地域の活性化に
役立っていると感じている。
⑤地域の人々の獅子舞に対する関心は高い。
回答は「そう思う J 10.% ，「ややそう思う J
40.1% ，「あまりそう思わない」 36.8% ，「そう思わな





同答は「そう思う」 16.7% ，「ややそう思う J
37.9% ，「あまりそう思わない」 31.2% ，「そう思わな




3.5% ，「あまりそう思わない」 27.9% ，「そう思わな







39.0% ，「あまりそう思わない」 23.4% ，「そう思わな






回答は「そう思う」 2.3% ，「ややそう思う J
32.7 % ，「あまりそう思わないJ 30 .5% ，「そう思わな




39.8% ，「あまりそう思わない」 14.% ，「そう思わな













10.% ，「あまりそう思わない」 37.9% ，「そう思わな








回答は「そう思う」 2.% ，「ややそう思う」 1.9%,
「あまりそう思わない」 20.4% ，「そう思わない」







31.6% ，「あまりそう思わない」 10.8% ，「そう思わな







自由にお書きください。J という問い（問 24 ）につ



















の過疎・ 高齢化が進み， 40 代以上の壮・高年層も
参加しなければ維持が難しくなっている（問 1）。
メンバーの 8 割は伝承地内に住んでおり（問 3)'
阿波学会紀要第 61 号（p.137-148) 2017.3 
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